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魚津レ ん さ弓 うマ ラソ ン

ハーヲマラソン.10km.5kmの部ヌタート

魚
津
し
ん
き
ろ
う
マ

ラ
ソ
ン

今
年
で
幻
回
目
を
迎
え
た
魚
津
し
ん

き
ろ
う

マ
ラ
ソ
ン
。
開
催
日
の

4
月
幻

日
は
、
あ
い
に
く
の
小
雨
模
様
で
し
た

が
、

ラ
ン
ナ

ー
の
み
な
さ
ん
に
と
っ
て

は
走
り
や
す
い

コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
と
な

り
ま
し
た
。

参
加
し
た
約

2
4
0
0
人
の
み
な
さ

ん
は
招
待
選
手
の
山
口
衛
里
さ
ん
と
共

に
健
脚
を
競
い
、
爽
や
か
な
汗
を
流
し

て
走
る
楽
し
さ
を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た、

沿
道
か
ら
は
懸
命
に
走
る
ラ
ン

ナ
ー
達
に
惜
し
み
な
い
拍
手
が
送
ら
れ

て
い
ま
し
た
。
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野
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)
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黒
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市
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1
時
間
8
分
問
秒

(
滑
川
市

)
1時
間
日
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秒

和
昭
(
新
潟
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)
1時
間
幻
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目
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子
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上
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本

招待選手の山口衛里さんは 10Kmの部に出場
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魚津しんきろうマラソンに
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事
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官言
白
日
一

宝子
官
官
出

大
会
を
支
え
て
い
た
だ
い

た
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、

交
通
整
理
員
の
み
な
さ
ん
、

そ
し
て
多
く

の
声
援
や
交

通
規
制
に
ご
協
力
い
た
だ
い

た
市
民
の
み
な
さ
ん
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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今
年
も
屡
気
楼
の
見
え
る
季
節
に
な
り
ま
し
た
。
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ル 殿しく許 芸 、 る今
とてださ の獅 祭年

ス 姫待され 数子 りで
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「
屡
気
楼
フ
ォ
ー
ラ
ム
・
1
n
魚
津

2
0
0
2」

開
催
!

日
時

5
月

日

日

同

午

後
1
時
か
ら

全
国
各
地
の
霊
気
楼
の
見
え
る
街
か
ら

関
係
者
が
魚
津
に
集
合
。
俳
優
(
気
象
予

報
士
)
の
石
原
良
純
さ
ん
の
講
演
や
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
あ
り
ま
す
。

そして屡気楼を学べる街“魚津"

良純氏石原

市
制
印
周
年
記
念
「
霊
気
楼
展
」

開
催
期
間

5
月
四
日
出
か
ら
羽
田
岡

全
国
か
ら
霊
気
楼
に
関
す
る
写
真
な

ど
各
種
資
料
が
集
結
。
へ
え

1
霊
気
楼
っ

E
n
-
-
0
2
5
 

「炎のタ ックルマン」

ヲ?- 石塚武生がやって来る!

元全日本代表選手の石塚武生さん

他 4名の方をコーチに迎え、ラク

ビーの祭典を開催します。

日時 5月12日(日)午前 9時

会場 桃山運動公園運動広場

砂問合せ先

市教育委員会スポーツ課

ti23-1046 

~魚津市制 50周年記念~

2002ラグビー
カーニパル IN桃山
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て
こ
ん
な
に
あ
る
ん
だ
!

ふ
れ
あ
い
学
習
会

「
こ
ん
な
に
い
ろ
い
ろ
霊
気
楼
」

日
時

5
月
羽
田
出

午
前
日
時
か
ら
正
午
(
時
間
中
随
時
)

「
霊
気
楼
展
」
の
会
場
で
、
全
国
の
霊

気
楼
資
料
を
詳
し
く
解
説
。
こ
れ
で
あ

な
た
も
霊
気
楼
博
士
?

会
場
は
い
ず
れ
も
新
川
文
化
ホ

l
ル

埋
没
林
博
物
館

B
n
・
1
0
4
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「
森
の
夢
市
民
大
学
」
開
講
!

筑
紫
哲
也
さ
ん
を
学
長
に
迎
え
、

「
文
化
に
よ
る
地
域
お
こ
し
」
に
熱

意
の
あ
る
市
民
の
皆
さ
ん
が
集
ま

り
、
森
の
夢
市
民
大
学
が
開
講
さ

れ
ま
す
。

哲 也 氏

6.FJ 15 8の開講テーマは

自立したい市民が

拓く 21世紀社会

です。

学長の筑紫哲也氏と副学

長の福岡政行氏の講演とテー

マに沿ったパネルトークを

予定しています。

受
講
生
大
募
集
。

開
講
講
座

年
6
回
を
予
定

受
講
料

年
間
l
万
円

講
師
陣

筑
紫
哲
也
氏
、
福
岡
政

行
氏
そ
の
他
両
氏
推
薦
の
方

会

場

旧

洗
足
学
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魚
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短
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大
学

V
問
合
せ
・
申
込
み
先

〒
9
3
7
・
0
0
1
3

魚
津
市
天
神
野
新

1
4
7
の
l

旧
洗
足
学
園
魚
津
短
期
大
学
内

森
の
夢
市
民
大
学
実
行
委
員
会

宮
出

・
7
0
0
1

聞
出

・
7
0
0
9

E
メ
l
ル

∞
E
B
5⑥
g
E
mロ
∞
け
口
三
官

ホ

l
ム
ペ

l
ジ
も
開
設
し
て
い

ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

町
立
何
日
¥
¥
毛
足
当
者
H
D
m
ロ
∞
け
・
口
市
]
}
U
¥

5
0
コーヨド
B
∞
¥

市制 50周年記念

富山発信・現代美術
2002 ART jXjTOYAMA 

in UOZU 
富山国際現代美術展

会期

会場

5 月 3 日幽 ~12 日 (日)

新川文化ホール

忽ゐ輔島
マタ鑑定固
まだまだ
お宝大纂集中!

あなたの家にねむってい

るお宝はありませんか?

フランス、ロシア、 トルコなど

6カ国と日本の作家 64名による

現代美術の展覧会です。

平面・立体・映像・音楽、国籍

を超えた様々なアートをお楽し

みください。

8月 11日に開催予定の「開運!

なんでも鑑定団出張鑑定 In魚津」

にご自慢のお宝、代々伝わる家

宝などを出品してみませんかっ

応募締切 5月31日樹

砂申込み・間合せ先

市役所 2階企画広報室秘書係

fi23-1016 

魚津市まちづくり l 
元気づくり団体を募集します 1 

6完気都市"魚津"をめざしてがんばって下志

グループを応援します!

自主的・自発的にまちづくりを考え、取り

組んでいる団体(2団体)に対して、 10万円

を限度として、助成します0

・市民自らの手で住みよい環境づくりや元

気の出る活動を行っている団体

-地域の問題に対し、調査、勉強会等を開

催し、具体的な提案を行う団体

降市民の手による市制施行 50周年記念事妻

を募集します!

市制施行 50周年を記念して、市民の観点

から取り組む事業(イベント等)を企画主催

する団体(1団体)に対して、 30万円を限度

として、助成します0

・多くの市民による参加型記念イベン卜

-元気都市"魚津"の将来像について考える

取り組み

応募資格

まちづくり等の活動を、実施あるいは計画

している 5人以上で構成される団体に応募資

格があります。この団体構成員のうち過半数

は、市民あるいは市内に通勤・通学されてい

る方とします。

なお、次のいずれかに該当する団体には応

募資格がありません。

(1 )閉じ年度において、魚津市から他の補

助金の交付を受けた団体。また、交付

を受ける予定の団体。

(2)宗教活動、政治活動若しくは選挙活動及

び営利活動を主たる巨的とする団体。

応募締切 5月31日樹

※郵送の場合は、締切日消印有効

選定委員(市民委員)の募集

まちづくり・元気づくり団体支援事業に広

く市民の皆さんのご意見を反映するため、応

募のあった団体の審査をしていただく選定委

員(市民委員)を募集します。

募集人員若干名

応募資格 まちづくり に興味や関心のある、

20歳以上の方

応募締切 5月31日樹

内容 応募のあった匝体の書類審査をしてい

ただくなど支援団体選考のお手伝いを

お願いします。

砂以上の申込みについて

応募用紙lこ必要事項を記入し応募くださし¥。

※ 用紙は、市役所2階企画広報室にあリます。

惨申込み・問合せ先

市役所 2階 企画広報室企画開発係

fi 2 3 -1 0 6 7 Fax 2 3 -1 0 5 4 

護
気
楼
フ
ォ
ー
ラ
ム

市
民
大
学
受
講
生
募
集

位当

筑紫

市
民
大
学
の
合
い
言
葉
は

「楽
し
く
」
「
元
気
に
」
で
す
。

森
の
夢
市
民
大
学
受
講
生
募
集

年
齢
、
性
別
、
住
所
は
問
い
ま
せ

ん
。
ど
な
た
で
も
受
講
で
き
ま
す
。

受
講
形
態
は
基
本
的
に
講
師
の
方

の
講
演
を
聴
講
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

政行氏福岡
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憩いのひるほ

今
年
も
霊
気
楼
の
見
え
る
シ
ー

ズ
ン
に
な
り
ま
し
た
。
県
内
外

か
ら
も
魚
津
を
訪
れ
る
観
光
客

も
増
え
る
こ
ろ
で
す
。
そ
ん
な

観
光
客
の
み
な
さ
ん
に
魚
津
の

見
所
を
案
内
し
て
い
る
観
光
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
じ
ゃ

魚
津
の
魅
力
を

み
ん
な
に
伝
え
た
い
。

魚
津
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
じ
ゃ
ん
と
こ
い
」

の
み
な
さ
ん ※前列左から 2番目が吉田さん

ん
と
こ
い
」
の
み
な
さ
ん
を
ご

存
じ
で
す
か
。

観

光

示

ラ

ン

テ

ィ

ア

の

仕

事

は

主

に

個

人

で

魚

津

を

訪

れ

「
魚
津
は
ど
う
い
っ
た
と
こ
ろ
が

見
所
な
の
?
」
と
い
っ
た
人
達
を

案
内
し
て
い
ま
す
。

一
緒
に
タ

ク
シ
ー
に
乗
っ
て
市
内
の
名
所

を
巡
る
こ
と
も
あ
る
と
か
。
メ

ン
バ
ー
の
中
で
最
も
若
手
で

、

数

少

な

い

男

性

メ

ン

バ

ー

の

吉

田
さ
ん
(
幻
歳
)
は
、

「
私
は
あ
り

そ
ド
ー
ム
に
勤
め
て
い
る
ん
で

す

が

、

普

段

か

ら

あ

の

展

望

台

を
訪
れ
る
観
光
客
の
人
が
多
い

ん
で
す
。
そ
の
人
達
に
よ
く
、

魚
津
は
ど
こ
を
見
て
回
っ
た
ら

い
い
の
?
と
聞
か
れ
る
ん
で
す

が
、

正
直
な
話
う
ま
く
答
え
る

こ
と
が
で
き
な
い
ん
で
す
。

そ

こ
で
も
う

一
度
、

魚
津
の
魅
力

を
見
直
そ
う
と
思
い
こ
の
、
グ
ル
ー

プ
に
参
加
し
て
み
ま
し
た
。
」
と

観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
始
め
た

き
っ
か
け
を
話
し
て
く
れ
ま
し

た。
「
じ
ゃ
ん
と

こ
い

」
の
み
な
さ

ん
は
、
松
倉
金
山
の
歴
史
を
勉

強
し
た
り
、
片
貝
の
洞
杉
を
見

に
行
っ
た
り
と
日
頃
か
ら
よ
り

魚
津
に
関
す
る
知
識
を
高
め
る

努
力
も
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

吉

田
さ
ん
に
よ
る
と

「
以
前
、

魚津の観光ポイン卜について

の研修会も行っています。

訪
れ
た
観
光
客
の
人
が
魚
津
の

事
を
よ
く
知
っ
て
い
た
こ
と
が

あ
り
、
私
の
方
が
教
え
下
り
れ
て

い
る
よ
う
な
感
じ
で
し
た
。
」
と

い
う
苦
い
経
験
が
あ
っ
た
と
か
。

「
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
観
光

客

の

み

な

さ

ん

に

と

っ

て

は

魚

津
の
顔
に
な
る
わ
け
で
す
か
ら

あ
ま
り
恥
ず
か
し
い
こ
と
も
で

き
ま
せ
ん
。
日
頃
か
ら
勉
強
し

た
こ
と
を
う
ま
く
使
っ
て
み
な

さ
ん
に
何
度
も
魚
津
へ
来
て
も

ら
え
る
よ
う
な
観
光
案
内
を
し

て
み
た
い
で
す
ね
。
」
と
力
強
く

抱
負
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

観
光
客
の
み
な
さ
ん
が

「
も

う

一
度
う
お
づ
へ
行
っ
て
み
た

い
な
あ
」
と
感
じ
た
時
、

観
光

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
み
な
さ
ん
の

笑
顔
も
一
緒
に
思
い

出
し
て
い

る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

「
じ
ゃ
ん
と
こ
い
」
では

一
緒
に
活
動
し
て
く
れ

る
メ
ン
バ

ー
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

V
問
合
せ
先

市
商
工
観
光
課
品um
-
-
0
2
5

6 

安
元
気
今
、
J
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つお I 成沢光 I 手堅
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主の 23知 . ~~ 

託手:23 蚕1
し己 t ま ん --リ
ピ れ妻 :f
'cト 十 の Iv 

お
弓乙 : 
さ
ん J

壁~ :
富雪 E雲 :辺ヌ
量z日真 :士f今フ
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一

て一 日目さ ;白広ミ Jベ〈
ね -生ん :回与瓦よzi事 τ'7

-2 手ち
言 ;んや
ん h

元
気
ク
ン

・
ス
ク
ス
ク
ち
ゃ
ん
募
集
!

(
毎
月
2
名
先
着
順
)

ご
希
望
の
方
は
企
画
広
報
室

広
報
広
聴
係
岱
お

・
1
0
1
5
ま
で



てし

f
〉

場

や

/

一

登

人

ん

に

る

o
h
r

ん

け

す

γ
に

さ

だ

ま

r
〈

な

o
た
い

F

み

す

い

て

ノ

、
で

て

し

ふ

は

ジ

出

集

町

ぱ

一

に

募

弘

ろ
ぺ

一
を
図
、

ひ
く
ナ
ブ
h
hご

の
だ
一
一

，J

、

い
た
コ

ル

憩
い
各
グ [堕際交流員のモリスと一緒に挟爵で話そう !I

日時 5月11日出 午後 1時から

場所 市役所 2階第 1会議室 ※参加無料

「ク ロコ ダイルダン デ ィー」を 上映します。

砂問合せ先 市 役 所 2階企画広報室

男女協力 ・国際係 n 23-1017 

企画広報室 CTEL23イ 015)までご連絡く ださい

国際美術展を見に行きませんか。
魚津市国際交流員

ま

5
月
は

7
か
国
か
ら
の
美
術
家

が
魚
津
に
や
っ
て
来
ま
す
。
な
ぜ

か
と
い
う
と
、

5
月

3
日
か
ら
ロ

日
ま
で
魚
津

で
は

2
0
0
2
A
R

T
/
X

/
T

O
Y
A
M
A
と
い
う

富
山
国
際
現
代
美
術
展
が
行
わ
れ

る
か
ら
で
す
。
そ
の

1
週
間
に
色
々

な
行
事
が
行
わ
れ
て
、
例
え
は
、

「
み
ん
な
で
ア

l
ト

し

よ

う

!
」

と
い
う
子
供
の
た
め
の
ワ
l
ク
シ
ヨ
ッ

プ
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

、
講
演
会
な

ど
が
あ
り
ま
す
。
お
そ
ら
く
、

そ

の
聞
に
、
い
ろ
ん
な
国
の
言
葉
が
、

魚
津
の
街
で
聞
く

こ
と
が
で
き
る

で
し
ょ
う
。
美
術
家
は
、
日
本
を

は
じ
め
、

ロ
シ
ア
、

ド
イ
ツ
、

イ

ギ
リ
ス

、
韓
国
、

ト
ル
コ

、

フ
ラ

ン
ス
か
ら
来
ま
す
。
異
文
化
に
住

ん
で
い
る
外
国
人
と
話
せ
る
機
会

だ
か
ら
、
面
白
そ
う
で
す
よ
ね
。

会
場
に
は
様
々
な
作
品
と
同
時
に
、

国
境
を
超
え
た
人
間
性
が
、

い

っ

ぱ
い
詰
ま
っ
て
い
ま
す
。
国
は
違

い
ま
す
が
、
芸
術
活
動
は
、
ど
こ

ンズさん (アイルランド)ムリ• モリス
2002 ART l( TOYAMA 

i円 UQZU
-1$~'1.:P.ftぇη留

5.3 '・ ~5.12 ，d

憩
い
の
ひ
ろ
ば

で
も
熱
心
に
さ
れ
て
い
ま
す
ね
。

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ

ー
ク
の
聞
に
私

は
ち
ょ
っ
と
だ
け
通
訳
し
て
、
美

術
展
を
見
に
行
き
ま
す
。
皆
さ
ん
、

一
緒
に
見
に
行
き
ま
せ
ん
か
。

さ
て

5
月
か
ら
、

「
映
画
で
話

そ
う

!
」
に
は
中
学
生
と
高
校
生

の
皆
さ
ん
も
参
加
で
き
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

そ
の
理
由
は
、
土

曜
日
の
学
校
が
休
み
に
な
っ
た
か

ら
で
す
。

よ
か

っ
た
で
す
ね
。

い

つ
か
ら
か
分
か

り
ま
せ
ん
が
、

ア

イ
ル
ラ
ン
ド
で
は
、
土
曜
日
は
誰

で
も
休
み
で
す
よ
。

そ
れ
で
、
大

学
で

日
本
の
学
校
制
度
の
授
業
を

受
け
た
時
に
、
初
め
て
、
日
本
で

は
土
曜
日
に
学
校
が
あ
る
と
聞
い

て
、
同
級
生
と
揃
っ
て
大
き
な
声

で
「
へ
え
え
え
」
と
耽
富
市
い
て
言
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。

ア
イ
ル
ラ
ン

ド
で
は
、
土
曜
日
は
ス
ポ

ー
ツ
ク

ラ
ブ
の
日
で
す
。
朝
か
ら
晩
ま
で

チ
ー
ム
メ

l
卜
と
一
緒
に
一
生
懸

命
ス
ポ
ー
ツ
の
練
習
を
し
ま
す
。

あ
る
い
は
、
朝
は
ス
ポ
ー
ツ
で
、

昼
一
は
友
達
と
遊
び
ま
す
。

2
っ
と

も
自
由
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
高
校

3
年
生
の
頃
に
な

っ
て
か
ら
、
土

曜
日
は
も
う

l
つ
の
勉
強
の
日
に

な
り
ま
す
が
、
そ
れ
も
自
由
で
す
。

皆
さ
ん
、

ス
ポ

ー
ツ
し
た
り
、
勉

強
し
た
り
し
て
、
有
効
に
時
間
を

使
っ
て
く
だ
さ
い
。

わ
が
様
。

-π
気
じ
る
し

松
倉
小
学
校
「
伝
統
」
を
守
る

昔
か
ら
伝
わ
る
獅
子
舞

松
倉
小
学
校
で
は
、
昭
和
五
十

六
年
か
ら
四

1
六
年
生
の
児
童
が

金
山
谷
獅
子
舞
の
伝
承
活
動
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
金
山
谷
獅
子

舞
保
存
会
の
方
の
指
導
の
も
と
、

次
の
行
事
等
に
向
け
て
年
間
十
回

程
度
の
練
習
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

五

月

戦

国

の

ろ

し

祭

り

九

月

運

動

会

十
一
月

地
区
文
化
祭

三
月

金
山
谷
神
社
春
祭
り

O
ぼ
く
た
ち
が
守
り
続
け
て

い
る

子
供
獅
子
舞
は
、
親
獅
子
と
子
獅

子
と
が
あ
っ
て
、

そ
れ
ぞ
れ
天
狗

と
踊
っ
た
り
、
戦
っ
た
り
し
ま
す
。

そ
れ
に
、
笛
や
太
鼓
で
音
楽
を
つ

け
ま
す
。
練
習
は
、

四

1
六
年
生

が
体
育
館
で
教
え
合
っ
た
り
、
地

区
の
保
存
会
の
方
が
教
え
に
来
て

く
だ
さ
っ

た
り
し
ま
す
。

O
み
ん
な
で
一
つ
の
獅
子
舞
に
す

る
の
が
難
し
い
で
す
。
二

月
に
、

新
川

ハ
イ

ツ
で
獅
子
舞
を
し
た
時
、

お
年
寄
り
の
み
な
さ
ん
が
手
拍
子

な
ど
を
し
て
、
と
て
も
楽
し
そ
う

に
見
て
く
だ
さ
っ
て
、
う
れ
し
か
っ

た
で
す
。

ぼ
く
た
ち
か
ら
下
級
生
ヘ

_ I_、・4
、明弘-

O
一二
月

の
金
山
谷
神
社
の
春
祭
り

で
は
、
と
て
も
緊
張
し
た
け
れ
ど、

全
員
で
自
分
の
役
を
し
っ
か
り
や
っ

て
上
手
な
獅
子
舞
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
五
月
の
戦
国
の
ろ

し
祭
り
な
ど
の
本
番
の
時
に
、
教

え
ら
れ
た
こ
と
を
思
い
出
し

て、

み
ん
な
で
が
ん
ば
り
た
い
で
す
。

O
ぼ
く
た
ち
が
、
お
じ
い
さ
ん
に

な
っ
て
も
、

こ
の
子
供
獅
子
舞
が

残
っ
て
い
て
ほ
し
い
で
す
。
そ
の

た
め
に
も
、
下
級
生
に
や
さ
し
く

教
え
て
あ
げ
た
い

で
す
。

※
松
倉
小
の
4
人
の
児
童
で
文
章
を
書
き
ま
し
た
。

来

月

の

元

気

じ

る

し

は

坪

野

小

学

校

の

予

定

で

す

。

明
U



吉間叶 O
、
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対 象 .未就園児とその家族

受 付 時 間 :9 : 00 ~ 9:45 

実施日 iコ=』z 場

9日(木) 野 方 {呆 コ同主主ζ 園 |

14日(火) 青島 ・経団保育園 ;

15日嗣
魚、 津 愛 =同"" 園
松 倉 保 1円z 園

住 =と . 片 貝22日(7}<) 仁コ

西布施保育園

23日(木) 大 町 幼 F世 園

学
校
週

5
日
制
の
完
全
実
施
に
合
せ

ミラージュランド・水族館・埋没林博物館

《ゴールデンウィーク期間中の時間延長のお知らせ》

5月6日(月)まで、開園・開館時間を 1時間延長し、

午前 9時から午後 6時までとします。

魚津の朝市

ケーフ ILテレヒで生中継
放送日 5月 5日(日)午前 8:30'"9:00 
NICE TV ( 4 ch)では、

「魚津の朝 市 ゴールデ

ンウィ ー ク特別開催」

の模様を会場の魚津港

魚市場から、生中継で

お伝えします。

アマ工ビ、パイ貝、タイ、ヒラメなど、

水揚げされたばかリの新鮮な魚介類が

同にそろい、大勢の人で賑わいます。

きときと魚、てんこもりの朝市定食、魚

津名物あげかまなど、朝市の魅力をたっ

ぷり紹介します。

創作呂話ミコーヲカ IL
『竃石(蛇石)伝説」

開催日 5月 25日(土)
午後 7時から

26日旧)
午後 2時から

入場料 大人 2，000円
学生以下 1，000円

砂会場・問合せ先
新川文化ホール

み九なでおいでよホーイスカウト 1日傭験

「ホーイスカウト富山県六会 J
一般参加の山学生募集

日時 5月 12日旧) 午前 11時から

対象 市内の小学 1年生 ・2年生

※保護者同伴の上ご参加ください

受付会場 大町小学校 参加費 無料

砂問合せ先

日本ボーイス力ウ卜魚津第 2団

224-4470 (平内)

|パレードのお知らせ|

10:30より大町小学校から村木小学校ま

でパレードを行いますのでご覧ください。

こ手 と、 モ三 す、 し
、タF -ー"

!弓室。ご~9ーと@書館獄。σ)4供!匂けイベ〉ト
で布。 親二手で・3売れで訪日三角、けくたささい.

5日 (日)14:00 こぱと
ポップコーンを作ろう
とうもろこし力fはじけてコーンに変身

10:30 区霞富
子供映画

「おじゃる丸」
11日 (土)

陶芸教室
10:30 力もめ

粘土で形を作リましょう。

15:00 こぱと
名刺作り パソ コンで自分の名刺を

15日 (水)
作ろう。 (17日まで)

よもぎだんご作り
16:00 ~j(め

菩の香のよもぎを摘んでおだんご作リ。

16日 (木)
16:00 ゴまめ

めざせマジシャン
1'7日 (金) 君もマジシャンになろう。

18日 (土)10:30 区霞自
お話の会
絵本を読んでもらいましょう。

10:30 力もめ
間芸教室
乾いた粘土に色付けをします。

25日 (土)
子供映画

10:30 区霞自
「ザ大ドラえもんズ」

中
学
生
以
下
の
子
ど
も
達
は
、
埋
没
林
-水
族
館
・総
合
体
育
館
ごEヨ

水
プ

jレ

天
神

大好きなお母さんに、日ごろの感謝を込めて手作りブレ}山
野
球
場
な
ど
力t

土

手作L)ffiσ)8つ。しむこpト

ゼン卜をあげよう。

-かもめ児童センタ 5月 7 日 (火)~10 日 (金) 各午後 3 時から

5月 9 日休)~11 日 (土)各午後 3 時から

5月9日(木)・10日(金)各午後 4時から

11日(土) 午後 2時から

-こぱと児童センター

-つぱめ児童センター

日

間童む〉ターσ)電話番暑と閉館時間・休館8:雪
こlまと 大町 H24-2402 開館時間 :祝

午前 9時30分から :日

かもめ 経団包23-1777 午後 6時00分まで ι
イ木館日 日曜・祝休日 竹

つぱめ 本江 H23-5133 及び年末年治 :詰

と

ま
す

院お 図書館では、読み聞かせボランティアを募集してい

巴リ ます。あなたも参加してみませんか。

書 (詳し くは図書館まで問合せください。)

館 開館時間と休館日は 17ページをご覧ください。
砂問合せ先 ii22-0462 

g 
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f尋・
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10日ン
ト

11日

第74回春季富山県高等学校野球大会 (900~ 桃山球場)

新川牧場 77-b・7ri2002 (10:00~新川育成牧場 5 日まで)

富山国際現代美術展 (10: OO~ 桁 1 1文化ホール 1 2 日まで)

(国民の休日)

魚津の朝市ゴールデンウィーク特別開催 (800~ 魚津港魚市場)

j07うイ・ダプ 1~^'Hb 'l7'卓球大会 (g : oo~ 総合体育館)

(振替休日)

「リンクスーLynxJフルートコンサー卜 (19OO~ 新川文化ホール)

15日

16日

何日

18日

1qa 

ふれあい無料入浴デー ( 1 4 : 00~ はたち湯)

第 37 固魚津市小学校体育大会 (8:45~ 桃山睦上競技場)

霊気楼展 (9: OO~ 新川文化ホ ー ル 26 日まで )

富山県空手道選手権大会 (8:30~ 西中体育館)

魚津市フレッシュテニス大会 (個人)(900~総合体育館)

ミラージュホール・クルーフリーマーケ ット (gOO~ 新川文化市川

e 

水 縫 鎗 ft24-4100 
http://www.citY.uozu.toyama.jpjsuizoku/ 

《奮の特別展》

『かえる展一入門編』開催中!

|開催期間 5月31日掛まで|

富山の力工ル 12種類 と世界

の珍しい力工ルを 9種類 85匹を

展示中。

力工ルのことがよ くわかる飼育

コーナ や力エルグッズなど楽し

サピトマトガエル くおもしろい企画がいっぱい。

ホタ/しイカの発光実験をします。

参加者l之は「特製シー/し」をブレゼシト!
5月 26日(日)まで

の日曜日・祝日に

は、学芸員 が解説

する「ホタルイ力

発光実験」を開催

しています。

実験参加者には、

「ホタルイ力発光特製シ ル」をプレゼン卜

(先着 5，000名様)

5月31白金)までホタルイカの水槽展示を行います。

屋総民俗館鈎鎗 ft31-7045

「ちょっと昔の道具展J開催中 6月9日旧)まで

~ふるさと魚津再発周~
明治 から昭和にかけての 生活

道具など先人ののこした生活の

知恵を探っていきます。

展示品 提灯、わら草雇、

ソロパンなど約 150点

簿会俄窟鎗 官 :Ji官館tfJ1日空自主
http://www.uincnet.ne.jpFspo-uozu/ 日曜 ・祝日1O: 00~ 17 00まで

ありそのランニングコースは 19日旧)が利用できません。

新川文化ホールは施設点検のため 15日制を臨時休館日とします。



こんなことが窃りました

まちの話題

4
/
4
防
犯
ホ
イ
ッ
ス
ル
で
安
心

新
小
学

1
年
生
に
心
強
い
プ
レ
ゼ
ン
ト

4
月
4
目
、
市
内
小
学
校
で

一

斉
に
入
学
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

真
新
し
い
制
服
に
ラ
ン
ド
セ
ル
、

黄
色
い
帽
子
と
そ
の
姿
は
ま
さ
に

「
ピ
カ
ピ
カ
の

1
年
生
」
で
す
。
こ

の
晴
の
日
を
待
ち
わ
び
て
い
た
親

御
さ
ん
た
ち
も
誇
ら
し
げ
で
す
。

入
学
式
の
後
に
、
国
際
ソ
ロ
プ

チ
ミ
ス
ト
富
山
|
東
の
み
な
さ
ん

か
ら
防
犯
ホ
イ
ッ
ス
ル
が
プ
レ
ゼ

ン
ト
さ
れ
、
「
入
学
お
め
で
と
う
。

不
審
な
人
"
か
い
た
ら
す
ぐ
に
笛
を

吹
い
て
知
ら
せ
て
く
だ
さ
い
ね
。
」

と
話
さ
れ
る
と
児
童
全
員
で
「
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
」
と
お

礼
を
言
い
ま
し
た
。

車
椅
子
に
取
り
付
け
て
便
利
に
快
適
に

車
椅
子
用
の
ド
リ
ン
ク
フ
ォ
ル
ダ
l
を
考
案

4

/
叩

4
月
叩
目
、
完
成
し
た
ば
か
り

の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
あ
ん
ど

の
里
で
介
護
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル

ブ
「
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
」
の
み
な
さ
ん

が
考
案
し
た
車
椅
子
用
の
ド
リ
ン

ク
フ
ォ
ル
ダ
が
入
居
者
の
み
な

さ
ん
へ
贈
ら
れ
ま
し
た
。

グ
ル
ー
プ
代
表
の
吉
田
さ
ん
に

mω 
訂
什
U

4

/
叩

今
年
も
き
れ
い
に
咲
き
ま
し
た

水
仙
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開
催

4
月
刊
日
目
、
暖
か
い
日
が

一
族
連
れ
の
み
な
さ
ん
の
目
を

続
い
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
例

一
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

年
よ
り
も

1
週
間
ほ
ど
早
く

一

会
場
の

一
角
で
は
水
仙
の

水
仙
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
開

一
鉢
植
え
な
ど
が
即
売
さ
れ
、

催
さ
れ
ま
し
た
。

一
栽
培
農
家
の
人
に
説
明
を
一
堂

長
引
野
の
水
仙
畑
に
は
鮮

一
け
な
が
ら
、
お
気
に
入
り
の

や
か
な
黄
色
や
白
色
の
水
仙

一

一
鉢
を
購
入
す
る
人
も
い
ま

が
咲
き
そ
ろ
い
、
訪
れ
た
家

一
し
た
。



4

/
叩

埋
没
林
で
国
際

、シ3べP
>~ 竿 f 語

地域の催しものなど企画広報室

広報広聴係へお知らせください

H 23-1015 

E-mail 

kouhou@citγ.Uozu.toyama.JP 

よ
る
と
「
ド
リ
ン
ク
フ
ォ
ル
ダ
ー

が
あ
る
こ
と
で
車
椅
子
を
使
っ
て

い
て
も
飲
み
物
の
置
き
場
所
に
困

ら
な
い
し
、
介
護
す
る
側
に
と
っ

て
も
助
か
る
ん
で
す
よ
。
」
と
の
こ

と
。
フ
ォ
ル
ダ
は
全
て
手
“
つ
く

り
で
今
後
も
で
き
る
だ
け
多
く
の

方
に
配
付
し
て
行
き
た
い
と
話
さ

れ
ま
し
た
。
利
用
者
の
み
な
さ
ん

も
「
こ
れ
で
お
茶
持
っ
て
散
歩
に

で
も
行
か
れ
っ
ち
ゃ
」
と
喜
ん
で

い
ま
し
た
。

中
国
福
建
省
よ
り
視
察
団
来
市

4
月
市
目
、
埋
没
林
が
地
元
で
発

見
さ
れ
、
そ
の
観
光
活
用
を
研
究
し

て
い
る
中
国
福
建
省
の
晋
江
市
の
視

察
団
が
埋
没
林
博
物
館
を
訪
れ
ま
し

た。
晋
江
市
で
は

1
9
8
6
年
に
海
底

林
(
埋
没
林
)
が
発
見
さ
れ
現
在
、

博
物
館
の
建
設
が
計
画
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
魚
浬
市
の
埋
没
林
博
物

館
を
参
考
に
し
よ
う
と
一
行
が
訪
問

し
た
も
の
で
す
。

一
行
は
、
博
物
館
で
の
説
明
に
熱

心
に
耳
を
傾
け
メ
モ
を
と
っ
て
い
ま

し
た
。
ま
た
、
こ
の
後
、
市
役
所
を

訪
れ
、
「
埋
没
林
を
縁
に
今
後
と
も

魚
津
市
の
協
力
を
仰
ぎ
た
い
。
」
と

話
さ
れ
、
市
長
も
「
長
い
付
き
合
い

に
な
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。
」
と

窓
口
え
ま
し
た
。

ま
ち
の
話
題

4

/
初

魚
津
市
印
年
の
足
跡
を

写
真
で
振
り
返
る

市
制
印
周
年
記
念
写
真
展
開
催

4
月
目
目
、
市
制
印
周
年

記
念
写
真
展
が
新
川
文
化
ホ

ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

写
真
展
は
、
魚
津
大
火
や

霊
気
楼
旋
風
な
ど
昭
和
幻
年

に
魚
津
市
誕
生
し
て
以
来
の

主
な
出
来
事
や
、
そ
れ
ぞ
れ

の
時
代
の
風
俗
な
ど
が
分
か

る
大
小
様
々
な
写
真
が
約
2

0
0
点
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
開
催
初
日
で
石

川
市
長
と
浬
崎
議
長
が
テ
ー

プ
カ
ッ
ト
を
行
っ
た
後
、
会

場
を
訪
れ
た
み
な
さ
ん
と

一

緒
に
写
真
を
鑑
賞
。
懐
か
し

い
写
真
を
見
て
、
思
い
出
話

に
花
を
咲
か
せ
て
い
ま
し
た
。

鞍s....
時国自i
掛

口
l
u

白
川
U



制
配
置

問
閉

州都防

材
一

1
KF

議慰一

市
役
所
の
窓
口
業
務

時
間
を
延
長
し
ま
す
。

5
月
日
日
聞
か
ら
毎
週
月
曜

日
は
窓
口
業
務
を
午
後

7
時
ま

で
延
長
し
ま
す
。

※
月
曜
日
が
休
日
の
時
は
、
翌
日

時
間
延
長
す
る
窓
口

市
民
生
活
課

・
保
険
年
金
課

O
転
入

・
転
出
な
ど
の
異
動
届

出
と
住
民
票
や
印
鑑
証
明
等
の

発
行
、
ま
た
国
民
健
康
保
険
や

国
民
年
金
の
届
出
な
ど

※
延
長
時
間
中
は
外
国
人
登
録

や
自
動
車
の
臨
時
運
行
業
務

は
取
り
扱
い
で
き
ま
せ
ん
o

v問
合
せ
先

い
ず
れ
も
市
役
所

l
階

市
民
生
活
課
宮
お

・
1
0
0
3

保
険
年
金
課
宮
幻

・
1
0
1
1

選
挙
人
名
簿
を
縦
覧
し
ま
す

縦
覧
期
間

6
月
3
日
聞
か
ら

7
日
幽
ま
で

縦
覧
場
所
・
問
合
せ
先

市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

(
市
役
所

2
階
総
務
課
内
)

E
m
-
-
0
1
9
 

富
山
労
災
病
院
か
ら

の
お
知
ら
せ

4
月

1
日
か
ら
小
児
科
の
診
療

日
が
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

川
問
問
問
団
凹

毎
週
火

・
水

・
金
曜
日

午
前

9
時
か
ら
午
後

4
時

ま
た
、
病
院
パ
ス
を

1
日

9
往

復
か
ら
日
往
復
へ
増
便
し
ま
し

た
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

V
問
合
せ
先

富
山
労
災
病
院
庶
務
課

8
2

・
1
2
8
0

検
察
審
査
会
に
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
!

検
察
審
査
会
は
、
一
般
市
民

(
有
権
者
)
の
中
か
ら
く
じ

で

選
ば
れ
た
人
た
ち
の
善
意
の
協

力
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
、
犯
罪

な
ど
に
関
す
る
検
察
庁
の
不
起

訴
処
分
に
目
を
光
ら
せ
て
い
ま

す
。

検
察
審
査
会
は
、
一
般
市
民

の
皆
さ
ん
の
協
力
に
よ
っ
て
成

り
立
っ
て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん

の
ご
理
解
と
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

V
問
合
せ
先

魚
津
検
察
審
査
会
事
務
局

E
n

・
0
1
6
0

ふ
れ
あ
い
無
料
入
浴
デ
イ

5
月
日
日
凶

午
後

2
時
か
ら

5
時

場
所

は
た
ち
湯
(
双
葉
町
)

対
象
者

叩
歳
以
上
の
方

日
時

今

月

の

介

護

予

防

教

室

凶
日
幽
転
倒
予
防

げ
日
倒
痴
呆
予
防

白
日
幽
口
腔
衛
生

場
所

経
団
公
民
館

V
以
上

2
件
の
問
合
せ
先

市
役
所

l
階
高
齢
介
護
課

百
お

・
1
0
0
7

商
業
統
計
調
査
に
ご
協
力
を

平
成
凶
年
商
業
統
計
調
査
を

6
月

1
日
現
在
で
実
施
し
ま
す
。

今
回
の
調
査
は
、
県
内
で
卸

売
業

・
小
売
業
を
営
む
商
庖
及

び
事
業
所
(
飲
食
居
を
除
く
。

ま
た
無
居
舗
の
個
人
を
含
む
)

が
対
象
と
な
り
ま
す
。

5
月
中
旬
か
ら
、

6
月
初
め

に
か
け
て
統
計
調
査
員
が
伺
い

ま
す
の
で
、
各
商
居

・
事
業
所

の
皆
様
方
の
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

V
問
合
せ
先

市
役
所

2
階
総
務
課
行
政
係

E
m
-
-
0
1
9
 

~~ 

宮
津
霊
園
墓
地
の
申
込
み
受
付
開
始

募
集
数

9
区
画

(
い
ず
れ
も
返
還
さ
れ
た
墓
地
)

①

2

・
8
9
2
m
l
区
画

②

5

・
0
0
2
m
l
区
画

③

3

・
2
4
2
m
1
区
画

④

7

・
2
9
2

m

l
区
画

⑤

日

・
1
0
2
m
l
区
画

⑤

3

・
2
4
2
m
l
区
画

⑦

3

・
2
4
2
m
l
区
画

⑧

5

・
0
0
2
m
l
区
画

⑨

2

・
5
2
2
m
l
区
画

受
付
期
間

5
月

1
日
附
か
ら
白
日
倒

申
込
資
格

・
市
内
に
住
所
の
あ
る
個
人
の
方

-
宮
津
霊
園
に
墓
地
を
お
持
ち
で

な
い
方
で
、

3
年
以
内
に
お
撃

を
建
て
る
こ
と
が
で
き
る
方

使
用
料

12mあ
た
り
2
万
4
0
0
0円
、
叩
2m以
上
3
万
6
0
0
0円

※
申
込
み
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
と
し
ま
す
o

v申
込
み
・
問
合
せ
先

市
役
所
3
階
公
園
住
宅
課
業
務
係 宮

津

霊

園

の

環

境

美

化

に

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

近
年
、
宮
津
霊
園
に
伐
採

さ
れ
た
樹
木
、
家
電
製
品
、

ペ
ッ
ト
の
死
骸
な
ど
、
不
法

に
投
棄
さ
れ
た
も
の
が
目
立
っ

て
い
ま
す
。
宮
津
霊
園
内
の

環
境
美
化
に
ご
協
力
く
だ
さ

百
幻

・
1
0
2
6

な
く
そ
う
水
の
事
故

こ
れ
か
ら
は
、

川
や
用
水
の
水

が

増

え

、

大

変

危

険

な

季

節

と

な

り
ま
す
。

川
や
用
水
に
近
づ
か
な

い
、

子

供

だ

け

で

行

か

な

い

よ

う

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。



農家のみなさんへ

春の農作業の時期は、ホタルイ力漁にとっ

ても大切な季節となります。荒代や植代作業

のときには、止め氷にし、濁り水が澄んでか

ら水管理を行うようご協力をお願いします。

ー一ーーーーーーー『

---、お済みですか?

下水道受益者負(分)担金の納付

下水道の普及促進のため、 早めの納付をお願 い

します。また 、納め 忘れ のない 口座振替制度も

ご利用 くださ い。

惨問合せ先 市役所 3階下水道課業務係 / '  

~ 23 - 1038 ---

標準小作料と農作業標準料金について

平成14年産の標準小作料及び農作業標準料

金を次のとおり定めましたので、参考として

くださl¥0 (昨年度からの変更はありません)

砂問合せ先

市役所 3階農業水産課内農業委員会

ii23-1032 

農
振
除
外
願
い
は

5
月
初
日
ま
で
に

自
然
植
物
を
大
切
に

市
内
の
山
間
地
な
ど
に
自
生

し
て
い
る
ラ
ン
や
ユ
リ
な
ど
の

希
少
植
物
が
心
無
い
者
に
よ
っ

て
採
取
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

豊
な
自
然
を
守
る
た
め
に
も
希

少
植
物
の
保
護
に
努
め
ま
し
ょ

.円ノ
。-熊

ー令

、ーー

農
業
振
興
地
域
内
に
お
い
て
、

農
地
を
宅
地
等
に
転
用
す
る
場

合
に
は
、
事
前
に
農
用
地
以
外

へ
の
用
途
変
更
が
必
要
で
す
。

ケ
ー
ス
に
よ
っ
て
は
認
可
さ

れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で

事
前
に
協
議
を
し
て
く
だ
さ
い
。

添
付
書
類
等
詳
細
に
つ
い
て

は
、
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

V
問
合
せ
先

市
役
所

3
階

農
業
水
産
課
振
興
係

官
幻

・
1
0
3
2

注

意

十 熊ズ
分入 とンこ
気山 のにれ
をさ 遭入か
つれ 遇りら
ける 。ま 山

て時 a・h す菜
くに d冨盟国h 。と
だは 窟窓高 怖り
さ 、・置‘孟. いの
い能 司・F司.. のシ
。 に ・・司V が |

区 分 米の 収量 (k9 ) 小 作料( 円 )

5 2 0 1 4， 1 0 0 
2 5 0 0 1 1， 1 00 
3 480 8， 0 0 0 
4 4 6 0 5， 00 0 
5 440 1， 9 0 0 
6 4 2 0 。

区 分 単 {立 料金(円)

農 作 業 賃 金 1日(8時間) 9， 600 

卜 荒起~代掻 1 3， 0 0 0 

フ {固 荒 起 6， 500 

ク
見Ij

荒 掻 3， 300 

タ
作業

代 f蚤 3， 600 

秋 耕 5， 5 0 0 

田 植 機 1 0 a 7， 000 

側条施肥田植機 8， 8 0 0 

コ ン J¥ イ ン 1 8， 7 0 0 

防 除 8 0 0 

大旦トラクタ ー 1 5， 4 0 0 

大豆コンパイン 1 8， 7 0 0 

あ ぜ ぬ リ 1m 9 6 

お
知
ら
せ

ご寄付ありがとうございます

市
営
住
宅
・
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
の
入
居
者
募
集

道
下
市
営
住
宅

2
D

K

l

戸

(

2
階
)

天
王
特
定
公
共
賃
貸
住
宅

3
D

K

l
戸

(
4
階
)

申
込
期
間

5
月
l
日
同

i
m
日
倒
ま
で

※
入
居
条
件
や
選
考
方
法
な
ど
詳
し
い
こ
と
は

左
記
ま
で
お
間
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

V
問
合
せ
先

市
役
所

3
階
公
園
住
宅
課

業
務
係

E
n

-
-
0
2
6
 

「
消
費
者
月
間
」
記
念
富
山
県
大
会
開
催

「
安
全

・
安
心
に
暮
ら
せ
る
社
会
を
め
ざ
し
て
」

k
パ

a

を
テ

l
マ
に
、
講
演
と
実
践
発
表
を
開
催
し
ま
す
。

時&
六

回

入
場
無
料
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

i
f

・

日
時

5
月

目

白

岡

午

後
1
時
半
か
ら

4
時

l
咽

会
場

富
山
県
民
共
生
セ
ン
タ
ー
『
サ
ン
フ
ォ
ル
テ
』
ホ
ー
ル

V
問
合
せ
先

富
山
県
生
活
文
化
課
消
費
生
活
係

2
0
7
6
・
4
4
4
・
3
1
2
9

阻

0
7
6
・
4
4
4
・
3
4
7
7

6，200円

50，000円

100，000円

3，000円

3，000円

50，000円

5，084円

10，000円

500，000円

砂善意銀行へ

魚津第二保育園職員一同

似) 吉田 ハル工本江新町

(故) 横田 明良 ;兵経田

三井自動車供)友の会 天神里予来庁

経j畢武志 新角川2丁目

砂社会福祉基金へ

(故)贋瀬 金悦 経田西町

平成13年度上野方小学校卒業生一同

(匝)アンテロープ社長谷口員夫 道坂

匿 名

不用 品 交換
Oもとめます・ 小型冷蔵庫 ・自転車(26インチ)
.工 レク トーン ・整理タ ンス

-高齢者用手押車・ ピアノ (アップライト)

Oゆずります・手動式(介護)ベッ ド

-応接セ ット・2段ベッ ド・陳列ケース

砂申込み・問合せ先

市役所2階総務課行政係 ~ 23 - 10 1 9 



教室

講座

闘魚
津
市
ち
び
っ
子

園

ス
ポ
ー
ツ
道
場

今
年
度
も
い
ろ
い
ろ
な
ス
ポ
ー

ツ
を
通
し
て
元
気
な
子
ど
も
達

を
育
成
す
る
た
め
の
教
室
を
、

小
学
l
年
生
か
ら

3
年
生
を
対

象
に
聞
き
ま
す
。

5
月
中
旬
に
学
校
を
通
じ
て

配
布
す
る
申
込
用
紙
で
応
募
し

て
下
さ
い
。

V
問
合
せ
先

市
教
育
委
員
会
ス
ポ

ー
ツ
課

E
m
-
-
0
4
6
 

ジ
ュ
ニ
ア
水
泳
教
室
に

行
こ
う
よ
!

一
パ
ソ
コ
ン
(
ワ

l
ド
初
級
・
エ
ク
セ
ル
初
級
)
技
術
講
習

再
就
職
希
望
者
を
対
象
に
、
パ
ソ
コ
ン
講
習
を
聞
き
ま
す
。

開
催
期
間

6
月
目
白
川

1
8月
9
日
樹
ま
で
(
計
ロ
回
)

時
間

各
午
前

9
時

i
午
後
3
時
で
す
。

講
習
内
容

パ
ソ
コ
ン
(
ワ
ー
プ
ロ

・
表
計
算

)
3
級
資
格
取
得
を

目
指
す
知
識
と
技
能
の
習
得

申
込
期
間

6
月

6
日
開

1
日
日
附

X
i
I
I
A
/
ヂ

定

員

別

名

一

u-一句参

※
定
員
を
越
え
た
場
合
は
期
間
中
に
申
込
み
さ
一
一
均
一
一
』

れ
た
方
を
対
象
に
選
考
し
ま
す
。

f
ぃ

M
M
U行
九
『

受
講
料

無

料

(

※

教

材

費

は

自

己

負

担

)

/

士

一

~
F
h

v申
込
み
・
問
合
せ
先

〆戸山、

富
山
県
女
性
財
団
(
富
山
市
湊
入
船
町

・
サ
ン
フ
ォ
ル
テ
)

2
0
7
6
・
4
3
2
・
0
2
3
4

※
受
講
希
望
者
本
人
が
来
所
の
上
、
申
込
み
し
て
く
だ
さ
い
。
(
土

・

日
・
月
曜
日
は
休
み
で
す
。
)
な
お
、
講
習
会
場
は
、
富
山
県
民
共
生

セ
ン
タ
ー
(
富
山
市
湊
入
船
町
・
サ
ン
フ
ォ
ル
テ
)
で
す
。

期
間

5
月

μ
日
か
ら

7
月
ロ
日

の
毎
週
火

・
金
曜
日
計
日
田

午
後
5
時
か
ら
6
時

対
象

お

m
泳
、
け
な
い
市
内
の

小
学
生

定
員

別
名
(
申
込
み
順
)

※

5
月
日
日
出
か
ら
受
付
開
始

受
講
料

3
5
0
0
円
(
入
館

料
川
円
が
別
に
必
要
で
す
)

V
申
込
み
・
問
合
せ
先
・
会
場

魚
津
市
総
合
体
育
館

宮
幻

・
1
2
6
3

E
メ
ー
ル

由
旬
。
巳
O
N
C
⑥
三
口

gz-己
申
・
5

魚
津
の
歴
史
に
親
し
も
う

松
倉
城
に
潜
入
!

手
軽
な
歴
史
講
座
を
聞
き
ま

す
。
今
回
は
松
倉
城
に
潜
入
と

題
し
当
時
の
松
倉
に
つ
い
て
学

び
ま
す
。

日
時

5
月

6
日
間

午
後

1
時
半
か
ら

4
時
半

会
場

魚
津
市
農
村
環
境
改
善

セ
ン
タ
ー

2
階
研
修
室

参
加
費

5
0
0
円

V
問
合
せ

・
申
込
み
先

夢

・
感
動

・
未
来
(
村
上
)

E
2

・
6
8
9
7

目今tf.
守 ニ〆童書

グで
リぉ
Y し
Y ゃ

三ペ
己?
ン u

ま
せ
ん，
ヵ、

5
月
幻
日

ω

午
後
7
時
か
ら

市
役
所
第

1
会
議
室

A 

初喜
』し、

短者
期の
菜?こ
語め
教の
室

簡
単
な
英
会
話
を
中
心
に
、

楽
し
み
な
が
ら
英
語
に
親
し
み

ま
し
ょ
う
。

日
時

5
月
幻
日
嗣

午
後
7
時
か
ら

会
場

市
役
所
第

2
会
議
室

講
師

モ
リ
ス

・
ム
リ
ン
ズ

(
魚
津
市
国
際
交
流
員
)

※
定
員
は
あ
り
ま
せ
ん
が
事
前

に
申
込
み
が
必
要
で
す
。

~tB 

園
世
界
の
料
理
で

圃

い
た
だ
き
ま
す
1

講
師
に
新
川
高
校
外
国
語
指

導
助
手
の

エ
リ
ッ
ク

・
ガ
ル
シ

ア
さ
ん
を
迎
え
て
グ
ア
テ
マ
ラ

料
理
に
挑
戦
し
ま
す
。

日
時

5
月
凶
日
附

午
前

9
時
半
か
ら
午
後

l
時

会
場

北
陸
電
力
魚
津
支
社

ほ
く
で
ん
ス
タ
ジ
オ

参
加
費

5
0
0
円

定
員

同
名
(
申
込
み
順
)

V
以
上
3
件
の
問
合
せ
先

市
役
所

2
階
企
画
広
報
室

男
女
協
力

・
国
際
係

官
幻

・
1
0
1
7

県
民
カ
レ
ッ
ジ
学
校
開
放
講
座
「
ホ
l
ム
ペ
l
ジ
を
作
ろ
う
」

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
基
礎
、

E
メ
ー
ル

の
使
い
方
や
ホ

l
ム

ペ
ー
ジ
の
閲
覧
・
作
成
な
ど
を

学
び
ま
す
。

日
時

6
月
日
日
出

・
日
日
間

の
2
日
間

午
前

9
時
か
ら
午
後

5
時
半

ム藷場

争
岸
工
主
口
同
校
コ
ン
ビ
ュ
ー

タ
l
{至

受
講
料

1
5
0
0
円

応
募
締
切
り

5
月
紅
白
樹

定
員

叩
名

申
込
み
方
法

往
復
は
が
き
に
、
住
所

・
郵

便
番
号
・
氏
名

・
年
齢

・
職
業
・

性
別

・
電
話
番
号
を
記
入
の
上

左
記
ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

※
必
ず
往
復
は
が
き
で
申
込
み

く
だ
さ
い
。

V
申
込
み
・

問
合
せ
先

干

9
3
7
・
0
0
0
1

魚
津
市
浜
経
団

3
3
3
8

魚
津
工
業
高
校
内
学
校
開
放

講
座
係

官
辺

・
2
5
7
7



とみ里団地分譲中!

現地案内所を開設しています。
案内所開設日

5/11出 ・12旧)・18(封・19旧)

午前 9時から午後 4時

ぜひご利用ください。

富
山
県
警
察
官
A

富
山
県
女
性
警
察
官
A

受
験
申
込
受
付
期
間

5
月
日
日
凶
か
ら

6
月
ロ
日
附
ま
で

受
験
資
格

昭
和
灯
年

4
月

2
日
か
ら
昭

和
団
年

4
月

1
日
ま
で
に
生
ま

れ
の
方
で
大
学
(
同
等
と
認
め

ら
れ
る
者
を
含
む
。
)
を
卒
業
し

た
方
ま
た
は
平
成
日
年

3
月
ま

で
に
卒
業
見
込
み
の
方

試
験
日

7
月
比
日
同
予
定

V
問
合
せ
先

魚
津
警
察
署

警
務
課

E
n
・
0
1
1
0

ゆとりの住環境をよリお求めやすく

.道路幅 6~9 .5m 完全舗装

• LP力H ス集中管理方式

・上下水道完備

.テレビ共同受信方式

• CATV視聴可能 募集

惨問合せ先

財団法人魚津市開発公社(市建設課内)

H23-1089 

国
税
専
門
官
募
集

受
付
期
間

受
験
資
格

①
昭
和
印
年

4
月

2
日
か
ら

昭
和
同
年

4
月

1
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
方

②
昭
和
同
年

4
月

2
日
以
降
に

生
ま
れ
た
方
で
大
学
卒
業
の

方
及
び
平
成
日
年

3
月
ま
で

に
大
学
卒
業
見
込
み
の
方

※
試
験
は
大
学
卒
業
程
度

V
申
込
用
紙
請
求

・
問
合
せ
先

金
沢
国
税
局
人
事
第
二
課

2
0
7
6
・
2
3
1
・
2
1
3
1

ま
た
は
魚
津
税
務
署
総
務
課

E
M
-
-
3
7
0
 

魚津地域職業訓練センター

受講生募集
|パソコン技術講習| 5

月

9
日
同
ま
で

消防

防
火
管
理
者
資
格

取
得
講
習
会

講
習
日

6
月
幻
日
附

-m日
幽

申
込
受
付
期
間

5
月
別
日
聞
か
ら

6
月
紅
白
樹
ま
で

6
月
2
日
制
か
ら
8
日
出

は
危
険
物
安
全
週
間
で
す
。

「
危
険
物
小
さ
な
油
断
も
イ
エ

ロ
ー
カ
l
ド
」

危
険
物
の
保
安
に
対
す
る
意

識
の
高
揚
及
び
啓
発
を
推
進
す

コ ス 5誇 習 内 F台ヲ・T可 日 程

ワープロ 基本操作からピジ 6/10(月)

(ワー ド) ネス文書作成まで ~ 14 (金)

表計算 基本操作から図 ・ 6/17(月)

(工クセjレ)グラフ，関数まで ~28(金)

インターネット ・
7/1 (月)

インターネ ット電子メールの基本

操作から活用まで
~ 5 (金)

お
知
ら
せ

る
こ
と
に
よ
り
、
事
業
所
に
お

け
る
自
主
保
安
体
制
の
確
立
を

図
り
ま
す
。
消
防
本
部
で
は
週

間
中
に
危
険
物
施
設
の
立
入
検

査
を
行
い
ま
す
。

危
険
物
取
扱
者
試
験

試
験
日
及
び
試
験
会
場

6
月
日
日
刷

・
魚
津
高
校

種
別甲

種

・
乙
種
全
類

・
丙
種

受
付
期
間

5
月
1
日
附
か
ら
9
日
附
ま
で

※
願
書
は
、
消
防
試
験
研
究
セ

ン
タ
ー
へ
郵
送
又
は
直
接
提
出

し
て
下
さ
い
。

V
以
上
の
申
込
み

・
問
合
せ
先

魚
津
市
消
防
署
予
防
課

宿
泊

・
0
1
1
9

時間午前 9時半から、午後 3時半まで

受講料 無料 コース定員 20名

※希望者多数の場合は、抽選となります。

受付期間 5/7 (火)~3 1 闘

申込用紙は魚津地域職業訓練センタ一、

市役所 3階 ・商工観光課、魚津公共職業

安定所にあり ます。

普
通
救
命
講
習
案
内

-
簡
単
に
な
っ
た
応
急
手
当
!

心
肺
蘇
生
法
が
一
部
改
正
、
簡

素
化
さ
れ
、
よ
り
分
か
り
ゃ
す

く
な
り
ま
し
た
。

こ
の
新
し
く
な
っ
た
心
肺
蘇

生
法
の
講
習
を
開
催
し
ま
す
。

応
急
手
当
を
覚
え
る
の
は
今
が

チ
ャ
ン
ス
で
す
!

日
時

5
月
四
日
同

午
前

9
時
か
ら

場
所

魚
津
市
消
防
署

V
申
込
み
・
問
合
せ
先

魚
津
市
消
防
署
救
急
係

宮
山

・
0
1
1
9

2
4
 

Am
δ
 

|E x c e I講座(初級) I 

表計算ソフト Ex c e Iを使って、表計

算やグラフの作成を習得できます。

日時 6/4(刈・6附 ・11(火)・13附 ・18(火)

午後 6時から午後 9時

|WORD中級|

日時 6/25伏)・27(木)・7/2(刈・4附 ・9(刈

午後 6時から午後 9時

砂以上 2件の講座は

定員 20名 (申込JI慎)

受講料 3，000円 (教材費込)

申込方法 電話にて受付

申込期間 5/7 (火) ~2 1(刈 まで

砂申込み・間合せ先・会場

魚津地域職業訓練センター

H 24-9579 

~@ 



一
小

規

模

企

業

者

小
規
模
企
業
者
等
設
備
導
入
資
金
(
設
備
資
金
貸
付・

設
備
貸
与
)
制
度
の
ご
案
内

V
問
合
せ
先

財
団
法
人
富
山
県
新
世
紀
産
業
機
構

8
0
7
6
・
4
4
4
・
5
6
0
2

ま
た
は
、
市
商
工
観
光
課
商
工
労
働
係

創

業

者

み

な

さ

の

~ 

8
n
・
1
0
2
5

帯IJ 度 名 設備資金貸付制度 設備貸与制度

融 資 目 的 創業の支援、経営基盤の強化

①原則として従業員 20名以下(商業 ・サービス業は 5名以下)の小規模 |

融 資 対 象
企業者等で、経営基盤の強化に必要と認められる設備

②小規模企業者となることが見込まれる創業者、倉IJ業予定者で、その事

業を行うにあたり必要と認められる設備

原則 50万円以上 4，000
貸付(貸与)金額 万円以下。ただし、対 原則 100万円以上 6，000万円以下

象設備の 1/2以内

原則 7年以内
割賦 リース

貸付(貸与)期間 原則 7年以内 リ ス物件の耐周年数
(1年据置)

(半年据置) に応じて 3 年~7 年

返 済 方 法 年賦均等の約束手形払い 半年賦均等の約束手形払い 毎月 定額の口座引き落とし

リース料率

手リ 子 等 無利子 年利 2.75% 3.006% (3 年)~

1.408% (7年)

第1回 5 月 1 日~21 日

申 込 受 イサ 第2回 8 月 1 日~21 日 随時

第 3 回 11 月 1 日 ~21 日
-̂

一
精
神
保
健
福
祉
制
度
の
変
更
に
関
す
る
お
知
ら
せ

4
月
か
ら
次
の
と
お
り
制
度
が
変
わ
り
ま
し
た
。

哨
判
明
閣
問
問
問
団閏
圏
直
闘
問
岡
山
凹

精
神
障
害
者
の
社
会
復
帰
と
自
立
を
支
援
す
る
た
め
、
在
宅
福
祉

サ
ー
ビ
ス
を
拡
充
し
ま
す
。

従
来
の
地
域
生
活
援
助
事
業
(
グ
ル
ー
プ
ホ

l
ム
)
や
短
期
入
所
事
業

(
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
)
に
加
え
、
居
宅
介
護
等
事
業
(
ホ

l
ム
ヘ
ル
プ
)

を
行
い
ま
す
。

精
神
障
害
者
の
方
の
福
祉
に
関
す
る
窓
口
が
市
役
所
に
な
り
ま
し
た
。

今
ま
で
保
健
所
で
行
っ
て
い
た
次
の
業
務
を
市
役
所
で
行
い
ま
す
。

①
通
院
医
療
費
公
費
負
担
制
度
の
申
請

②
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
申
請
や
受
け
取
り

③
社
会
復
帰
施
設
や
各
種
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
の
相
談

な
お
、
保
健
医
療
に
関
す
る
相
談
は
引
き
続
き
保
健
所
に
お
い
て
行

い
ま
す
。

V
問
合
せ
先

富
山
県
健
康
課

8
0
7
6
・
4
4
4
・
3
2
2
3

ま
た
は
市
役
所

l
階
社
会
福
祉
課

古

川
ω
・
1
0
0
5

一
障
害
者
の
生
活
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。

毎
週
月
曜
日
か
ら
金
曜
日

・
午
前

8
時
半
か
ら
午
後

5
時
日
分

※
祝
祭
日
は
除
く
。
電
話
・

F
A
X
は
M
時
間
受
け
て
い
ま
す
。

V
相
談
・
問
合
せ
先

障
害
者
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
(
百
楽
荘
l
階
)

E
m
・
5
2
6
0

阻
お

・
5
2
6
1

一
サ
ラ
金
・
住
宅
ロ

l
ン
等
電
話
無
料
相
談
会

ク
レ
ジ
ッ
ト
や
サ
ラ
金
、
住
宅
ロ
ー
ン
な
ど
の
負
債
で
お
悩
み
の

方
を
対
象
と
し
た
無
料
電
話
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。
富
山
県
青
年

司
法
書
士
会
所
属
の
司
法
書
士
が
相
談
に
応
じ
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

日
時

5
月
日
日
出

・
ロ
日
同
午
前
日
時
か
ら
午
後

5
時

V
相
談
電
話
番
号

2
0
7
6
・
4
4
2
・
2
3
5
5

~@ 

凡
…
以
特
別
口
口
引
)

曜
日
の
記
載
の
な
い
も
の
は
、

月
j
金
曜
日
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

回
踊
制
国

9
時
1
日
時

開
問
問
図
(
予
約
制
)

第
4
火

曜

日

日

時

i
M時

国
臨
嗣
国
第
1
;
3
木
曜
日

目
時
i
凶
時
⑪
凶
川
相
側
ゆ

市
民
相
談
室

8
n
・
1
0
0
3

図
磁
醐
凶

第

2
金

曜

日

目

寺

l
M時

会
場
サ
ン
プ
ラ
ザ
問
合
せ
は

富
山
地
方
法
務
局
窓
辺

・
0
4
6
1

開

闘

盟

平

日

?

?

日

時

と
第

1
・
3
土
曜
日

9
時

i
u時

市
教
育
セ
ン
タ
ー
mu
m
-
1
7
1
7

に日材 ※ (紛宮富市

葉白セ害 魚盟社ー 月ン所 津島司会
」曜夕が 市也，;，1福
~日|市 シ副祉

え2主f雪:ji:
曜にら ;入 品 23
日なシ 日材 i'5
のりル 日セ分 l
週 パ 白ン ι0
8裏人 U?品;

9
時

1
口
時

職
業
相
談
室

市
役
所
高
年
齢
者

a
m
-
1
0
9
1
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時一
一
い

館
二
川

開
ニ
日・

ι
平

'S月の休館日・

3"'6目、13目、19目、27目、31日

'整理休館のお知らぜ

6月3日間から 12日附まで、

資料等の整理のため、休館します。

@
交
通
事
故
に
あ
っ
た
と
き

交
通
事
故
な
ど
で
け
が
を
し

た
り
、
病
気
な
っ
た
場
合
、
国

保
(
国
民
健
康
保
険
)
を
使
っ

て
治
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

閣
閣
閣

国
保
で
治
療
を
受
け
る
場
合
、

「
第
三
者
行
為
に
よ
る
被
害
届
」

日々是好日

森下

が
必
要
で
す
。
交
通
事
故
に
あ

っ

た
ら
す
く
警
察
に
届
け
、
事
故

証
明
書
を
も
ら
う
と
同
時
に
、

市
役
所
保
険
年
金
課
へ
の
届
出

を
忘
れ
ず
に
し
ま
し
ょ
う
。

倒閣
阿国
間同

事
故
証
明
書

・
保
険
証

印
か
ん

。
医
療
費
負
担
は
加
害
者
の
責
任

交
通
事
故
な
ど
の
よ
う
に
、

第
三
者
の
行
為
に
よ
っ
て
け
が

を
し
た
り
、
病
気
に
な
っ

た
場

合
は
、
そ
の
医
療
費
は
原
則
と

週に一回、「お茶」の稽古に通ううち、気がつ

けばもう 25年。失恋、父の死、コンプレックスー¥

辛い季節を「お茶」とともに乗り越えた成長ヒス

トリー。厳格な約束事に縛られた窮屈な茶道の中

にある、大きな自由とは?

楽しくえらんでこの一冊

典子

し
て
加
害
者
が
全
額
負
担
す
べ

き
も
の
で
す
。
し
た
が

っ
て
、

国
保
で
治
療
を
う
け
れ
ば
国
保

は
加
入
者
の
医
療
費
を

一
時
的

に
立
て
替
え
、
後
か
ら
加
害
者

に
請
求
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

関
岡
崎
聞

国
保
に
届
け
る
前
に
、
加
害

者
と
示
談
を
結
ん
で
し
ま
っ

た

り
、
治
療
費
を
受
け
取

っ
た
り

す
る
と
国
保
が
使
え
な
く
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
示
談
を
結

ぶ
前
に
必
ず
市
役
所
保
険
年
金

課
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

V
問
合
せ
先

市
役
所
l
階
保
険
年
金
課

保
険
係

官
幻

・
1

0
1

1

E新刊図書から】

箆 学・小説

先人たちの知恵袋群ょうこ

2 1世紀の歩き方 森毅

愛がなくてははじまらない。

唯川恵

自由態愛 岩井志麻子

パルザックと小さな中国のお

針子 ダイ ・シージ工

熱球 重松清

風の殺意・おわら風の盆

西村京太郎

宇江佐真理

児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
な
い
方
へ

児
童
手
当
は
6
月
分
よ
り
前

年
中
の
所
得
で
の
審
査
と
な
り
、

現
在
受
給
し
て
い
な
い
方
で
も

支
給
対
象
に
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

な
お
、
児
童
手
当
は
請
求
さ

れ
た
月
の
翌
月
か
ら
支
給
対
象

に
な
り
ま
す
の
で
、

5
月
中
に

申
請
手
続
き
を
し
て
下
さ
い
。

申
請
に
必
要
な
も
の

印
鑑
、
申
請
者
(
原
則
父
親
)
名

義
の
銀
行
口
座

V
申
請
・
問
合
せ
先

市
役
所

1
階
社
会
福
祉
課

児
童
家
庭
係

E
m
-
-
0
0
6

.図書館講座で知識を得ょう

8日制 川柳教室

14目別 朗読録音研修会

17日樹 古文書解読会

20日間)魚津読書会

21日(*l草かなで読む読書会

24日闘 時事英語を読む会

25日出 魚津短歌会

26日旧)源氏物語を読み通す会

J戻堂

~一般

サラリーマンIT道場

大前研一

「論理力」の鍛え方北岡俊明

力工ルを食べてしまえ

ブライアン・卜レーシー

僕、はまじ 浜崎憲孝

宗教に揺れるアメリ力

蓮見博昭

ペンギンの国のクジャク

BJギャうガ-&ゥ1レン・Hシュミット

東京都主税局の戦い

石原慎太郎

生島ヒロシ

お
知
ら
せ

堂堂家族主義

.児童

オオカミくんのホットケーキ

ジャン ・フィアンリー

やねのうえのもも 織茂恭子

リモコンのふしぎ 大竹三郎

へそまがり昔ぱなし

ロアルド ・ダーン

健 腔重 住民 13害事
康 2場 宅研時 Eヨ ! 
セ 軒当 相修 i島雪 量
ン餅 S談セ 16輯 E 告
タ E温所ン時 記逼 tE 
l タ 30 ン

l分 タ
宜主 主主 |

22励 会 22 '; 
U 場第 ・ ン 9

5 魚、は 28:::。時
O 津魚、水 1 ;;，. ¥ 
7 地津曜 5 J， 17 
8 域市日 2 U 時

9
時

1
打
時

8
M
・
3
9
9
9

9
時
1
口
時

平
去
同
て
支
援
セ
ン
タ
ー

8
M

・0
4
1
5

常
時
(
目
時
間
)
在
宅
介
護
支
援
セ
ン

タ
ー

(西
部
)
2
M

・8
4
8
4

(
東
部
)
2
n

・7
8
0
8

開
閉
園

9
時

i
M時

新
川
保
健
所
魚
津
支
所

E
M
・
0
3

5
9

8"'9Pのお知らせカレンダーも見てね

9
時

1
日
時

交
通
セ
ン
タ

l

a
n
-
-
7
4
7

日
弁
連
交
通
事
故
相
談
セ
ン
タ
ー

木
曜
日
時

1
凶
時
(弁
護
士
会
館
内
)

8
0
7
6
(
4
2
1
)
4
8
1
1
 

富
山
向
動
車
保
険
請
求
相
談
セ
ン
タ
ー

9
時
初
分

1
日
時
刊
分

8
0
7
6
(
4
3
2
)
2
2
9
4
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~平日|こ検診を受けに くい方もどうぞ(要予約)~ 同)

匂 予防措薩 幽 至理由
会場健康センタ一、受付時間 13 ・ 30~14:00

対象疾病と対象年齢 実施日 担当地区

20日(月) 大町・上中島 ・下中島 ・松倉

=種混合(百 日せき 、 21日(刈 本江・上野方

ジフテリア 、破傷風) 23日(木) 経田・天神

生後 6 か 月 ~ 66 か 月 28日伏) 加積・片貝・西布施

30日(木) 村木・道下
ツベルクリン

22日(7的
反応検査 生後3か月

本江・上野方
B C G 接種

~48 か月 24日(金)

日 本 1出 ブチくくL 10日(到 本江・松倉

生後 36 ~ 6 0か 月 31日(創 大町・上中島・下中島

麻しん (はし か) 魚津市内の所定の医療機関で受けてく
風しん(三日ばしか) ださし、。風しんは、麻しん接種の後に

(生後 12 か月 ~ 3 6か月) 受けてください。

*対象年齢は、望ましい接種年齢を示しています。対象年齢をすぎ

た場合は、早めに健康センタ ーへお問い合わせください。

@ 結核験診・肺ガA験診
基m健康診査・肝炎ワィILス験診

金200円

※ 
文サ
象
者
の
方

1;1 
事

受

票
を
垂H
i差
し
ま
す

※平成 14年度中(平成 15年 3月末まで)に、40・50・60歳に

なられる方および 70歳以上の方は無料。

実施日 受付時 間 ttEbZ ‘ 場

1 3 :1 5 ~ 13 ・ 45 黒 j尺 公 民 館
28日(火)

1 4:30 ~1 5 : 0 0 長 引野集落センタ ー

9:3 0~11 : 0 0 西布施公民 館
31日(金)

1 3 :1 5 ~1 4 : 30 自立 田 公 民 館

9 ・ 30 ~11・。。 松 倉 公 民 館

6月
1 3 :1 5 ~1 3 : 45 鹿 1f月、、E;、 公 民 館

5日(水)

1 4 : 30 ~1 5: 0 0 J Aうおづ松倉支屈

7日(創 9:30 ~1 0 : 30 坪 野 λ寸斗ニら. 校

。肝炎ウイルス検診の実施について

平成 14年度より、基本健康診査に併せて肝炎ウイルス検診

が受けられるようになりました。

1 .検診対象者

① 今年度中に、40・45・50・55・60・65・70歳になる

基本健康診査の対象となる方

② 上記以外の対象者の方で、過去に肝臓が悪いと診断され

た方、文は健診の結果肝機能力f要指導であった方

2.検診内容(血液検査で行われます)

. C型肝炎ウイルス検査

.HBs抗原検査 (B型肝炎ウイルス検査)

たば之の峨ωすぎは健康

を蓄す3恐ねがあります

たばこの煙には 40種類以上の

発がん物質が含まれています。

また、たばこを吸うことによっ

て、動脈硬化をすすめ、歯周病

にもなりやすくなリます。 今

からでも「禁煙」にチャレンジ

してみませんか?

(吸いたくなったら・・・)
① 軽い体操や散歩をしてみましょ

o
 

-つ
② お茶を飲んだリ 、 ガムをかん

だりして口寂しさをまぎらわ

しましょう 。

③ 好 き な 音 楽 を 聴 い た り 、 深呼

吸したりして気分転換を図り

ましょう 。 I

④ たばこの多い場所・酒の席な |

ど、 吸いた くなるような場所

を避けてみましょう 。

⑤ とりあえず 3日間の「休煙」

のつもりで気負わずに禁 煙 に

挑戦しましょう 。

@ 教聖・相談会
会場健康センター

(初めて参加される方は事前にお申込み下さし、)

内容[時品百 実施日

機能訓練 個別 7，14，21，28日(刈

[9 : 30~12:00J 集団 9，23日(木)

健康運動相談会
24日(劉

[13:00'""'-'13:30J 

脳の活き活き相談会 7，14，21，28日(火)

[9: 30"-'11: 30J (予約制)

*物忘れか気になる、ぼるん方やのり橋し絵ていでるす事。が多い
など¥ちょっと気にな

~~ 
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I 1日まちの保健室」 のお知らせ

日時 5月11日出 10・00'""12:00 

場所 アップルヒルイベン卜広場

内容 健康相談 ・血圧測定・体脂

肪測定など

主催 富山県看護協会

看護協会魚津地区支部

砂問合せ先 健康センタ ー

fi24- 3999 

心
と
身
体
の

健
康
ペ

l
ジ

魚津地域産業保健むシター

健康相 談
企業に勤めている方のための健康

相談です。

日時 5月 10日(金)扇谷医院

5月 24日(金)大崎医院

時間 9:00'""17:00 (要予約〉

砂問合せ先

魚津地域産業保健センタ ー

fi22-0318 

健康子しホシサーヒλ
(県保険医協会)~ 076-442-0003 

5月のテーマ

政府の医療制度改革は何をもたらす?

(月) その⑤ ~診療報酬とは?

その引き下げって? ~

(火) にきび

(水) 高齢出産

(木) お年寄りの方の歯科訪問治療

(金) 逆流性食道炎

(土・日)薬の処方を 受 け る と き に は

~@ 

砂お問合せは 魚津市健康センタ- fi 24-3999 

属 母子保健 醸 肝手陣 会場健康センタ

内
合円旬、 対 象 実施日 受付時間

1歳 6か月 児 健 診
平成12年 10月生

14日(火)
まれの児

13:00~13 ・ 30

4 か月児健診
第 1 子

股関節脱臼検診
満 4 か月児 16日(木)

13:00~1 3 :1 5 
第 2子以降
1 3 :1 5 ~1 3 : 30 

3 歳 児 健 R吾J会
平成10年11月生まれの児に

29日(水)
事前に案内を送付します

1 3 : 00~ 13 ・ 30

パパとママの育児教室
妊婦と夫 ・その家族

12 : 30 ~1 3 ・。 。

(;木浴・おむつ交換の実習など)
25日(土) (要予約)

すくすく教室 8 ~ 1 0か 月 児
(購直・虫歯予防・脊局職なと1 27日(月) 1 3 :00~1 3 :1 5 

のびのび広場 乳幼児とその保由護)者
8日(水)

(自由遊び・育児相談・身体測定など)I (参加自
22日(水) 9 ・ 30 ~11 ・ 30
29日(水)

集団ガノL験診 J522主義ιz:HA;|
輯嬰 雫診券、自主康手帳検診刊金 Lでにお申し込みください j 

実施日 正コ〉エ. 場 内 谷'*' 料 金 受付時間

9日(木)大町公民館 胃がん 900円 8:30~ 9:30 

8 ・ 30~ 9:30 
大腸がん 700円

13:00~14:00 1 5日(7)<)健康センタ ー

子宮がん 800円 13:00~ 14:00 

6月6日(木)西布施公民館 乳がん 1，200円 1 3:00~14 ・ 00

5月19日(日)ありそド ー ム
ありそドームでの交付時間は、

すべて8: 30~9 : 30です。

※平成14年度中に、40・50・60歳になられる方および70歳以上の方

は無料。子宮がん ・乳がんについては、30歳の方も無料。

国 仙日当雷区(診療時間/午削除問時)

診療日 一 般 医 歯 科 医

3日(金)大崎クリニック
寿町

みたむら歯科医院 吉島
fi23-1001 fi23-0477 

4日(i)三同金三 山 内 科 イム 田 米山歯科クリニック
新宿

fi25-0250 fi24-7811 

5日(日);甫田クリニック
本江

河内歯科医院fi22-5053 fi23-1733 

6日(月)j工 幡 医 院
浜経団

小熊歯科医院
村木町

fi22 -5052 宮 24-6567

12日(日)いなぱ小児科医院
本新 町

森本歯科医院
本町

fi22 -8888 fi22-8400 

19日(日)吉島内科クリニック
吉島

奥村歯科医院
吉島

fi22-8825 fi24-5757 

26日(日)平野クリニック
本江

清水歯科医院
j兵経団

fi23-5230 fi22-1121 
6月

大崎クリニック
寿町

吉川歯科医院
本江

2日(日) fi23-1 001 fi22-7530 

9日(日)三同邑 山 内 科
仏田

谷川歯科医院 よ 村木。25-0250 fi24-3540 
新川地区休日夜間急患医療センター(黒部消防署向側百54・0731)
診療時間/午後 7 時~11 時 診療科目/内科・小児科・外科
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も
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」
の
象
徴
と
さ
れ
広
く
人
々
か
ら
尊

ば
れ
親
し
ま
れ
て
い
る
。
私
た
ち
、
吉
野

集
落
の
先
祖
は
明
治
時
代
中
期
の
頃
、
黒

部
市
中
陣
の
人
か
ら
天
狗
中
心
の
「
太
万

踊
り
」
を
、
そ
し
て
、
氷
見
市
論
田
の
人

か
ら
獅
子
中
心
の
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カ
ヤ
踊
り
」
を
習
い

創
意
・
研
究
・
工
夫
の
末
、
十
八
種
類
の

踊
り
を
作
り
あ
げ
た
。

吉
野
獅
子
舞
の
特
徴
と
し
て
は
、
神
社

・

仏
閣
や
公
共
施
設
等
、
め
で
た
い
場
で
必

ず
踊
る
「
悪
魔
払
い
」
、
獅
子
舞
で
最
初

人
が
創
作
し
た

2
特
の
吉
野
獅
子
舞

西
獅
子
舞
文
化
が
融
合
し
た
独
特
の
舞
い
】

獅
子
舞
は
古
来
よ
り
神
の
露
払
い
と
し

て
各
地
に
数
多
く
存
在
し
、
村
の
和
と
団

結
を
強
め
る
と
共
に
村
人
の
楽
し
み
の

一

つ
で
も
あ
っ
た
。

天
狗

・
獅
子
は
「
世
の
中
で
最
も
強
い

に
踊
る
「
乗
り
打
ち
」
、
真
暗
な
舞
台
で

ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
の
中
だ
け
で
踊
る
「
狸
々

(
し
よ
う
じ
よ
う
)
」
・
「
て
ん
ま
り
」
等

が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、
吉
野
獅
子
舞
独

自
と
言
わ
れ
る
「
ず
う
ま
(
お
じ
い
さ
ん
)

の
面
」
は
哀
愁
と
お
か
し
さ
が
で
て
い
る

お
面
で
、
腰
の
曲
が
っ
た
「
ず
う
ま
」
が

杖
を
っ
き
、
酒
樺
を
手
に
登
場
、
魚
津
弁

丸
出
し
で
爆
笑
を
誘
い
ホ
ロ
ッ
と
さ
せ
る
。

獅
子
舞
の
最
後
に
は
酒
樽
を
め
ぐ
り
大
天

狗
と
獅
子
が

一
騎
打
ち
す
る
面
白
く
勇
壮

な
踊
り
で
あ
る
。

ま
た
、
楽
屋
は
横
笛
十
数
名
、
鉦
一
名
、

太
鼓
一
名
が
名
調
子
を
奏
で
る
。
進
行
役

と
し
て
「
番
丁
た
た
き
」
が
い
る
が
、
こ

の
役
は
獅
子
舞
を
始
め
る
前
に
拍
子
木
を

叩
い
て
か
ら
口
上
を
語
り
、
踊
り
を
盛
り

上
げ
る
役
で
も
あ
る
。

魚
津
市
は
日
本
の
獅
子
舞
東
西
接
点
の

地
と
も
言
わ
れ
、
吉
野
獅
子
舞
は
ま
さ
に

東
西
文
化
融
合
の
大
き
な
特
徴
を
持
つ
。

「
太
万
踊
り
」
・
「
カ
ヤ
踊
り
し
と
越
後

獅
子
(
関
東
系
獅
子
頭
が
小
さ
い
)

京
獅
子
(
関
西
系
獅
子
頭
が
大
き
い
)

の
特
徴
を
を
巧
み
に
取
り
入
れ
て
、
独
特

の
踊
り
を
作
り
上
げ
た
所
に
、
先
祖
の
英

知
と
努
力
が
し
の
ば
れ
る
。

獅
子
舞
が
誕
生
し
て
か
ら
現
在
ま
で
集

落
全
員
が
会
員
で
「
吉
野
獅
子
舞
保
存
会
」

を
結
成
し
活
動
を
し
て
い
る
。

(
吉
野
獅
子
舞
保
存
会
提
供
)

~@ 

今も吉野集落全員で獅子

舞を守リ続けています。

|人と自然と文化が共生する元気都市“魚津"I 

鯖
寝
泊
鴨
斡
慢
の
ゆ

先
日
、
霊
気
楼
研
究
会
の
津

崎
会
長
が
「
夜
の
霊
気
楼
」
の
撮

影
に
成
功
し
ま
し
た
。
普
通
の

霊
気
楼
で
さ
え
見
る
事
の
出
来

な
い
人
も
多
い
の
に
、
何
と
も

う
ら
や
ま
し
い
話
で
す
。

私
も
霊
気
楼
は
撮
影
し
ま
す

が
、
あ
の
幻
想
的
な
光
景
は
や

は
り
見
る
者
を
虜
に
し
て
し
ま

う
魅
力
が
あ
り
ま
す
。
今
年
も

昨
年
の
よ
う
に
頻
繁
に
発
生
し

て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

市の人口
(平成 14年 3月末現在)

男:22，844人 (-82人)

女:24，418人 (-76人)

計:47，262人(-158人)

世帯数:15，565世帯(-69) 

※力ッコ内は前月対比


